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新
潟
県
議
会
議
長
を
務
め
る
金
谷
国
彦
氏
の
政
務
活
動
費
の
返
納
問
題
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
で
、
収
支
報
告
書
に
添
付
し
た
領
収
書
に
書
き

換
え
が
見
つ
か
り
、
平
成
28
年
度
の
政
務
活
動
費
の
一
部
、
18
万
２
４
０

０
円
を
返
納
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

帳
簿
な
ど
の
単
純
な
記
載
ミ
ス
と
い
う
の
な
ら
と
も
か
く
、
絶
対
に
書
き

換
え
な
ど
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
領
収
書
の
書
き
か
け
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
の
で
す
か
ら
、
普
通
は
こ
う
し
た
事
例
は｢

不
正
使
用｣

と
断
じ
ら
れ
て
当

然
で
す
。 

 

氏
は
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
４
年
分
に
つ
い
て
も
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
の
視
察
と
し
て
請
求
し
て
い
た｢

調
査
研
究
費｣

を
含
む
１

７
５
万
９
１
８
２
円
を
先
月
返
納
し
、
返
納
し
た
政
務
活
動
費
は
総
額
で
１

９
４
万
１
５
８
２
円
に
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
か
ら

驚
き
で
す
。 

 

以
前
、
兵
庫
県
で
は
例
の｢

号
泣
議
員｣

が
政
務
活
動
費
の
不
正
使
用
で
糾

弾
さ
れ
辞
職
し
ま
し
た
。
富
山
市
議
会
や
富
山
県
議
会
で
も
、
大
勢
の
議
員

に
よ
る
不
正
使
用
で
、
議
会
が
大
揺
れ
に
揺
れ
、
関
わ
っ
た
議
員
は
辞
職
し

ま
し
た
。
そ
の
事
例
と
ど
こ
が
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
そ
も
そ
も
政
務
活
動
費
は
、
議
員
が
県
民
の
代
弁
者
と
し
て
県
民
の
立
場

で
調
査
や
広
報
活
動
を
行
う
た
め
に
、
県
民
か
ら
預
か
っ
た
貴
重
な
税
金
で

す
。
そ
の
使
い
方
に
不
正
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
主
主
義
の
冒
涜
と
も
い
え

る
重
大
な
背
信
行
為
で
す
。 

 
一
刻
も
早
く
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県

民
の
信
頼
を
裏
切
っ
た
責
任
を
取
っ
て
、
す
ぐ
に
議
員

を
辞
職
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 上越市議会では、｢市民に開かれた議会｣

をめざして、常に改革に取り組んでいま

す。 

 昨年度までは、各委員会の委員長らによ

る議会改革検討委員会で、委員会の活性

化、議会活動の｢見える｣化、議会モニター

制度の導入、市民の意見を市政に反映させ

る仕組みのＰＲについて提言をまとめまし

た。 

 今年度は、そうした点を具体的に進める

ため、議会運営委員会内に｢(仮称)議会改革

推進会議｣を設けて業務を遂行していくと

しています。（下図参照) 

 議会モニター制度は、各地域自治区ごと

に市民の中からモニターを募り、意見を集

約します。モニターは、各区最低５人以上

選出し、合計で500人程度とすることなど

が検討されています。 

 また、定期的に行われている議会報告会

や意見交換会、市内の団体との懇談会など

も、それぞれ担当している委員会などで、

改善に向けた検討が行われています。 

 こうした取組は、市民のみなさんが議

会により関心が持てるようにしようという

思いからの取組です。ですから、なにより

も市民のみなさんからの声があってこそで

す。 

 どうしたら議会にもっと関心が持てるよ

うになるのか、議会での審議はどこがどう

わかりにくいのか、どうしたらわかりやす

くなるのかなど、みなさんの率直な声を、

ぜひお気軽にお寄せください。 


